
犬山市協働のまちづくり基本条例検証

協働の
まちづくり
オールスター
ミーティング

12月16日（土）に第3回「協働のまちづくりオールスターミーティング」を開催しました。犬山に住

む人、犬山で働く人、犬山で活動する人、犬山の学校に通う学生など、犬山のまちづくりに関わる17名

の市民が集まり、活発な対話が行われました。

はじめのあいさつにはじまり、事務局より前回の振り返りをした後、協働のまちづくり基本条例で規

定している犬山市の取り組みに関する調査結果を報告しました。続いて、A～Cの3テーマに分かれ、ま

ちづくりの「やりたい！」を実現する仕組みを企画・提案。どのグループも具体的で、近い未来に実現

できそうな企画が揃いました。

1  はじめのあいさつ 《プログラム》

1.はじめのあいさつ

2.前回のふりかえり/事務局より

3.犬山市の取り組み調査結果報告

/事務局より

4.ぐるっと自己紹介

5.少人数で創造的対話

「やりたい！」を実現する仕組みを

企画提案せよ！

6.ティーブレイク

7.各グループから提案発表～講評

8.収穫（プチ・ハーベスト）

自発的なまちづくりが進むには？
第３回のテーマ

◎犬山市の取り組み調査結果報告
◎自分たちのまちは自分たちで！「やりたい！」で創るまちづくりを考えよう！
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3  犬山市の取り組み調査結果報告/事務局より
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2  前回のふりかえり

4  ぐるっと自己紹介

令和元年からの５年間で、「協
働のまちづくり」に行政として取
り組んだ実績に関する調査の結果
を、事務局より報告しました。
犬山市では、市民との協働を大

切にしながら、まちづくりを進め
ていきます。

1人1分の時間制限付き
で、自己紹介をしました。
「干しいも」という共通
の話題からの意外な繋が
りも生まれました！

◎フリースピーチ制度
(市民が参加しやすい環境)

◎市長と語ろう！
(将来のまちづくりを担う

人材の発掘・育成)

◎犬山城みらいサポーター
(子どものまちづくりへの参加)



5 少人数で創造的対話
「やりたい！」を実現する仕組みを企画提案せよ！

6   ティーブレイク

7  各グループから提案発表～講評

問合せ

犬山市役所 地域協働課

TEL 0568-44-0349

FAX 0568-44-0367

E-mail 010410＠city.inuyama.lg.jp

次回のご案内

日時 1月27日（土）9:30～12:00

場所 犬山市役所 201～203会議室

テーマ「まとめ～今後のまちづくりにむけて～」

是非お誘いあわせの上お越しください♪

8  収穫の共有（プチ・ハーベスト）

3つのテーマに自由に分かれてグループになり、それぞれの「仕組み提案シート」
を作成しました。多様な世代がそれぞれの視点でA~Cのテーマに向き合いました。

ハイライト法

グループごとに1枚のシートにまとめたアイデアを、全体で発表しました。

犬山の高校・大学に通う学生の参加が多かった今回は、「犬
山に住んでいない人の意見が犬山のまちづくりに役立つことを
知った」「市内外の両方の視点での気づきがある」「若者の発
想はすごい！」などの感想があげられました。また、「熱い思
いを持った人がいることを知った」などの感想もあり、新たな
出会いも生まれた第3回となりました。

Aグループ：思い発信 Cグループ：人づくりBグループ：場づくり

Aグループ「あいまっち」(相まる+マッチング)

いつ？ →思い立ったタイミングで
誰が？ →ここに集まったオールスターたち！
内容は？→「やりたい！」を壁打ちで言う場(SNSなどの多

様なメディア)⇒コラボにより関係者が広がる
課題は？→場が多いとコストがかかる
リソース→コラボが広がればスポンサーも集まりそう

Bグループ「犬山大交流会」

いつ？ →年6回程度の定期開催
誰が？ →犬山市民とずっと犬山応援団（市外のサポーター）

内容は？→各回具体的なテーマを設け、行政の関係課と
関係団体、関心のある人で活動などを共有

課題は？→広報、集客、時間、場所
リソース→使われていない古民家が活用できる

次回は
いよいよ最終回！

Cグループ「若者産業革命」

いつ？ →今！なるべく早く！
誰が？ →若者（しゃべれる子どもから30歳未満まで）
内容は？→若者が市内テーマパークや乗り物のオフィシャ

ルスポンサーになれる企画を運営企業と実施
課題は？→資金、若者の自信やコミュニケーション能力
リソース→市外の若者も犬山に関わってくれる

その思い。
誰にどうやって
伝える？

「こんなまちに
なったら♪」を
考える人を増や
すには？

そのアイディア！
どこで誰と話せば
いい？

どのグループもスポンサーや企業と
の関わりが出てきていたのがいいで
すね。
また、自分の得意なことや好きなこ
とがまちづくりにつながることを知
らない人は多いので、そのきっかけ
になるような最初の一歩が各提案か
ら見えたのも良かったと思います。

TAKEZO
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